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これからの桑名を考えよう
今年も半分以上が過ぎました（年度で見ると４分の１ですが）。

暑い夏がやってきました。　暑中お見舞い申し上げます。
桑名市の今年度の多くのお金を懸ける２大事業は、「新病院建設」と「駅周辺整備」（駅西区画整理、桑名駅、駅東の整備）です。
「新病院建設」（地方独立行政法人桑名市総合医療センター）は、二百数十億円をかけて来年４月開院を目指しています。本当に市民のための病院になるのかは、紹介状が無いと高い初診料を払わなければならないとか、病院の名前から市民の名が消えているところからも推測できます。旧桑名市民病院（桑名西医療センター）の跡地利用も方針は決められたようですがどうなるかは分かりません。近隣住民の皆さんの願い通りに福祉関係の施設になる様に頑張ります。
「駅周辺整備」の駅西区画整理事業は、二百八十億円以上かける事業ですが、いまだに見通しは立っていません。ある専門家は、現在の状況から見て、これから数十年はかかるだろうと言っています（星野公平ニュース　Ｎｏ．２８３）。
桑名駅（南進）と東西自由通路には百億円程のお金をかけ、４年後に完成予定ですが、いまだにイメージ図が公表されていません。桑名の、三重県の北の玄関口として相応しいものにすると言っていますが果たしてどうなるのでしょうか。
今、市民の皆さんと共に考えなければならない重要な事は、これからの子どもたちのためという「小中一貫教育」の実施と高齢化が進む中での桑名市は地域創造プロジェクトと呼んでいる「まちのあり方」（地区センター・公民館のコミュニティセンター化とまちづくり協議会の新設）ではないでしょうか。
「小中一貫教育」は「あり方検討委員会」の答申で方向が決まりましたが、「まちのあり方」は住民説明会実施中で意見の徴収中です。（裏面に状況等報告）
何かあると桑名市から直ぐに帰ってくる言葉は「お金がりません」の一言です。これでは何も提案できません。非常に評判が悪いです、市長さん。
「ルールある経済社会」と「自主・自立の平和外交」
世界の動きがわかる「しんぶん赤旗」をお読みください。
日刊紙　月３,４９７円　　日曜版　月８２３円
桑名市議員団 星野公平のＨＰは　 http://hoshino.jcpweb.net/
ご意見をお寄せください　ＦＡＸは　２２－３０２８　（星野自宅）
「核兵器禁止条約」を採択―この地上から核兵器を亡くすー　　ｐ今月７日、人類史上初めて核兵器を違法化する「核兵器禁止条約」が、国連本部で開かれていた｢交渉会議｣で、１２２カ国の圧倒的多数の賛成で採択されました。採択が決まった瞬間、ホワイト議長、各国政府代表、市民社会代表は数分間続いた歓喜の渦の中で新たな歴史の幕開けを祝福し合いました。　　　　　　　　　　　　ｐ市民社会の代表として発言したカナダ在住の被爆者サーロー節子さん(８５)は、「この瞬間がくるとは思っていなかった。心と知力を尽くしてくれたことに感謝したい。核兵器廃絶に近づく壮大な成果で、この日を７０年間待ち続け、喜びに満ちている。核兵器の終わりの始まりだ。核兵器は道義に反してきただけでなく、今では違法となった。世界の指導者はこの条約に署名すべきだ」と話しました。　ｐ条約の前文で｢ヒバクシャ｣や核実験被害者の「容認しがたい苦難と損害」を特記し、同時に｢市民的良心｣を担う「ヒバクシャ」の役割も強調されました。被爆者は、その体験によって人類に警告するとともに、核兵器のない新しい世界を創る担い手でもあります。条約は、被爆者とともに、核兵器全面廃絶へすすむ意思と力を示しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ核兵器の完全廃絶に進む上で｢３つの力｣を合わせる事が重要です。　　　　　第１は、核兵器禁止条約そのものが核兵器全面廃絶へ進む大きな力を持つ事です。　　　　　　　　　第２の力は、この条約を生み出した各国政府と市民社会の力と共同を、更に発展させる事です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第３の力は、核兵器保有国とその同盟国のそれぞれの国内で核兵器完全廃絶をめざす世論を多数とし、禁止条約への参加を求める運動を発展させる事です。　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ私たちも、核兵器廃絶を願い、８月の広島・長崎での原水爆禁止世界大会に向けて、６月には平和大行進を、今日から｢６９行動｣といって原爆の落とされた６と９のつく日に、桑名駅前をお借りして、核兵器廃絶の｢ヒバクシャ署名｣や大会派遣のカンパをお願いしています。　是非、ご協力お願い致します。
桑名市の小中連携から小中一貫教育への経緯
１、平成１９年度より「小中学校総合連携推進事業」実施
【目的】①円滑な接続　②児童の進学による生活面・学習面での不安の解消
【事業内容】音楽芸術の集い、生徒会による学校説明会、ノーメディアウィーク、
中学校教員による出前授業、中１・小６の担任交流会、中学校の施設・部活見学
【成果】①進学に向けた一定の不安解消　②中学ブロックで課題の共有　③家庭への啓発
【課題】①分散進学地区は複数回必要　②移動手段・時間の確保　③教員の意識
２、「桑名市学校教育あり方検討委員会条例」の制定（平成２７年１２月議会）
【反対討論】小学校の統廃合、小・中一貫校を決めていく方向で検討会が設置されようとしています。加えて、じっくりと時間をかけて検討するのではなく、短期間で方向づけを行い決定していくやり方は無謀です。（反対７）
３、「桑名市学校教育あり方検討委員会」（平成２８年５月）から中間報告（平成２８年９月）までと伊藤市長の市長選公約（平成２８年１１月）
1 桑名市の教育課題　学力・学習意欲の向上、滑らかな接続、小規模校への対
応、老朽化の学校施設、教員の意識改革と指導力向上
2 諮問の内容　桑名における小中一貫教育、小規模校への対応、中学校区を基
本とした地域毎の学校施設の具体的な形態
3 請願（「小中一貫教育導入」について、審議のやり直しを求める）
4 中間報告（望ましい学校教育のあり方についてー中間とりまとめ）
5 伊藤市長公約（多度でのモデル校実施）
４、複合施設として予算化（平成２８年１２月議会）
多度地区において小中一貫校を軸として福祉、社会教育施設など公共施設を複合的に整備することにより、地域住民の主体的なコミュニティ活動や多世代交流の拠点施設にしていただけるような多機能複合型の小中一貫校の整備を目指し、「基本構想」を策定する経費を計上。 なお、財源は、多度地域の振興に資するという観点から、合併特例債を財源とする地域振興基金を充当。(市長説明より)(反対４)
５、「桑名市学校教育あり方検討委員会」の答申（平成２９年４月）、シンポジウムの実施「地域つくり、育む学校」（平成２９年７月）
1 答申（付帯事項が３頁にわたって５項目もある。不安解消に向けた取り組み、
保護者・住民等への周知、分散進学の解消、教職員の負担軽減、施設一体型小中一貫校の多機能化と教育環境の整備）
2 教育委員会の方針（全市的に小中一貫教育を導入する、多度で施設一体型の
モデル校を設置する、他の中学校区では当面施設分離型で行う等々）
三重県知事が星見ヶ丘小学校の道徳授業を見学
７月１０日、三重県知事が星見ヶ丘小学校の道徳授業を見学したことが報道されました(中日新聞、ＮＨＫもテレビで放映）。星見ヶ丘小学校は、独自の道徳教育を実践し、文科省の指定校になっています(平成２７年度より今年も文部科学省道徳教育総合支援事業実践推進校・桑名市教育研究推進校になっています）。
中日新聞によると、校長は｢児童たちの聞く力が上がり、教科の学力、体力向上（？）にも効果が出ている｣｢道徳は学校教育の根幹。読むだけや押しつけの道徳ではいけない｣と言っています。鈴木知事は「校長のリーダーシップは欠かせない」と話しています。来年度から道徳の教科化が行われます。思いやられる事実です。
これからの「まちのあり方」
―市の提案の「地域創造プロジェクト(案)」についてー
地域創造プロジェクト（案）は、大きく ① 多度長島「総合支所」の地区センター化、「地区センター（大山田を除く）・公民館」の「（仮称）コミュニティセンター」化と ② 「（仮称）まちづくり協議会」新設からなっています。
目的として、人口減少・少子高齢化、住民のニーズの多様化、行財政改革の必要を言っています。
住民説明会では、地区センター廃止で行政窓口がなくなり住民票等の発行や税金の収納ができなくなることが大きな問題になっています。
「（仮称）コミュニティセンター」の必要性も理解されるものではありません。
「３つの支援と改革」と言っていますが、ヒト（職員）は減らされ、モノ（行政施設）も減らされ、カネ（財源）も総額は減らされていきます。
行政サービスの低下につながるという住民不安を払拭すると言いますが、新たな住民サービスの提案はありません。住民の疑問に対する解決策もありません。行政サービスの低下は間違いありません。これでは何度も対話をしても進捗は見られません。　きっぱりと止めてしまってはどうなのでしょうか。

教育講演会　小中一貫教育を考える「小中一貫教育てなあに」
講師　小森 久衛 先生（元四日市大学教授）
【日時】９月２日（土）午後２時～４時
【場所】大山田公民館２Ｆ大会議室　　（主催　日本共産党桑名市議団）[image: image1.png]



日本共産党桑名市議団　星野公平ニュース
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Ｎｏ．２８７　　　２０１７年　　　７　月　２０　日


発行　　　　日本共産党桑名市議員団 　☎２４－１３１０


発行場所　桑名市中央町２－３７　桑名市役所議員控室


自宅　　　　桑名市立花町１－１４－７ 　☎２２－２９７５











































































































